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III. 方法（MS　Pゴシック14pt.）
1. 用語の定義（MS　Pゴシック12pt.）
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○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（本文はMS明朝10.5pt.）
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○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（本文はMS明朝10.5pt.）
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本研究は，●●●大学倫理委員会の承認を受けて実施した．調査への協力は自由意志にもとづき，回答しなくても不利益を受けることはないこと，結果は統計的に処理し個人が特定されることはないこと，調査票およびデータの管理は厳重に行うことを説明書に明記し，回答をもって同意とみなした．（本文はMS明朝10.5pt.）
IV. 結果
1. 回答者の属性（MS　Pゴシック12pt.）
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（本文はMS明朝10.5pt.）

2. 質問項目１（MS　Pゴシック12pt.）
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（本文はMS明朝10.5pt.）

V. 考察（MS　Pゴシック12pt.）
1. 考察１（MS　Pゴシック12pt.）
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（本文はMS明朝10.5pt.）

2. 考察２（MS　Pゴシック12pt.）
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（本文はMS明朝10.5pt.）

VI. 結論（MS　Pゴシック14pt.）
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（本文はMS明朝10.5pt.）
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